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（４）                     ちば里山新聞（第 47 号）             平成 28 年７月 20 日 

NPO法人ちば里山センター通常総会 

平成 28年 6月 12日  千葉県緑化推進拠点施設研修室で 

平成 28 年度通常総会が、6 月 12 日 13 時から

千葉県緑化推進拠点施設研修室で開催され、平成

27年度事業報告および収支決算並びに平成 28年

度事業計画及び収支予算案が、原案通り承認可決

されました。まず、金親理事長（写真㊨）のあいさつに続き、来賓を代表して髙𣘺孝之・千

葉県農林水産部森林課副課長兼森林政策室長（写真㊧）から祝辞が述べられました。そのあ

と、きさらづ里山の会の木村仁氏が議長に選任され、議事が進められました。 

官・民の連携をさらに強めて 特別講演会 

総会後の特別講演会では、国立研究開発法人森林総合研究所の千葉

幸弘氏（農業博士・研修コーデイネーター）が、「里山の今後につい

て」と題して講演を行い、同研究所の業務概要について紹介したうえ

で、今後、里山活動の現場と交流してゆく必要を感じているとして参

加者に連携を呼びかけました。（写真㊧） 

続いて交流会が行われ、千葉講師を含め参加した会員の間で情報

交流を行い、懇親を深め合いました。（写真㊧㊦ 中央が千葉講師） 

 

↓千葉講師（中央）も加わって話に花が咲きました 

 

 

 

 

 

 

 

◆ウェールズ生まれで日本に帰化したニコルさんの講演では、 

日本人よりも日本人らしい感性の繊細さと温かな親しみを感 

じました。「僕は森の一部…」という表現が特に印象的でした。 

◆“SATOYAMA”という概念が、国や民族の垣根を超えて理解 

され世界に広がればいいという思いを強くしました。日本の 

里山に自信と誇りをもって進みましょう（K.T） 

◆熱い季節です。熱中症予防のためこまめに水分をとり、「作 

業は午前中、午後は昼寝」くらいのゆとりを持ちたいものです 

ね。（K.S） 

入会申し込み・問い合わせ先 

特定非営利活動法人 ちば里山センター 

〒299-0265 千葉県袖ケ浦市長浦拓 2号 580-148☎0438-62-8895 FAX0438-62-8896（平日 9：00～17：00） 

 E-mail info@chiba-satoyama.net HP http://www.chiba-satoyama.net 

里 山 の 風 に ゆ ら れ て〈３〉 

 

オカトラノオ＜丘虎の尾＞さくらそう科 

梅雨の時期里山の比較的乾いた土手に咲き地下

茎を長く延ばしながらふえる。白い花は垂れ下がり

花穂の先に向かって順番に咲く、オカトラノオは乾い

た土手を好むので草刈機の格好の餌食となるので柵

などで保護してやらないと殖えない。似た種類にヌ

マトラノオがあるがこちらは８月ごろ沼地に花穂を真

っすぐに立てて咲きます。 

（写真・文 赤松義雄 Ｈ28.6.17 袖ケ浦市椎の森で） 
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